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六甲山魅力再発見市民セミナー 

市民セミナーVol.77 
東六甲の神秘・保久良山 
／猿丸 義也 
2009 年 8 月発行 

主催：六甲山を活用する会 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：兵庫県神戸県民局、灘区役所、神戸市教育委員会 

【助成金をいただいている機関】 

イオン環境財団、大阪コミュニティファンド、 

公益信託自然保護ボランティアファンド、 

公益信託ＴaＫaＲa ハーモニストファンド 

 

六甲山上には秋の気配 

表六甲のドライブウエイ沿いの樹木は花を落とし
て深緑に変化し、山上は少し肌寒さも感じました。 

午前中の環境整備活動は「清掃ピカピカ隊」９名が応
援し、総勢１８名でササ刈りや観察を行いました。 

 お盆休みで終戦記念日の８月１５日でしたが、４０
名という予想以上の参加者でした。講演に先立って全
員で黙祷を捧げました。 

保久良神社を支える猿丸さん 

保久良神社宮司の猿丸義也さんは８１歳の高齢で、
膝の具合が良くないにもかかわらず、立ちっぱなしで
朗々と神話を語られる、かくしゃくとした様子に参加
者は感激しました。猿丸さんは宮司の家系で、お父さ
んが保久良神社を復興されました。教職を長く勤めら
れた後、昭和４８年に宮司を継がれました。 

標高１８５メート 

ルの保久良神社は古 

代の祭祀跡がある信 

仰の土地で、中世か 

ら海上交通の要所に 

もなっていました。 

景勝の山を愛し、 

先祖の偉業を伝えよ 

うとする猿丸さんの 

熱意に触れることが 

できました。 

神話の伝承も行楽の楽しみも豊か 

講演では、六甲山系における保久良山の位置の解説
がありました。保久良山の背後には海抜約３００メー
トルの金鳥山がありますが、一帯は水成岩の地質で、
六甲山よりも早く隆起した山です。 

保久良神社の社殿を取り巻いて巨石が点在してお

 

り、昭和１３年の社殿改築工事 

の際に土器などが出土し遺跡の 

指定も受けています。弥生時代 

から祭祀が行われた古くからの 

信仰の土地でした。 

東六甲で一番海に突き出して 

いる地形で、保久良神社の灯籠 

は「灘の一つ火」と呼ばれ、大 

阪湾の航海の道標になっていました。 

続いて、保久良神社のご祭神や地名の由来などを詳し
くご紹介いただき、神話の時代にタイムトリップしまし
た。そして、現在の行事や阪神大震災での被害など生々
しい出来事、六甲山のハイキングコースとして貴重なト
イレが活用されているお話など、多岐にわたって、保久
良山の魅力を伝えていただきました。 

東六甲の鎮守の杜を大切にしたい 

保久良山と保久良神社について知ることができまし
た。岡本の市街地近くで歴史と自然が残っている景勝の
土地、東六甲の貴重な鎮守の杜を大切にしましょう。 

※詳しくは、１、２ページをお読みください。 

 

講師：猿丸
さるまる

 義也
よしなり

さん 

プロフィール 

1929年（昭和４年）生まれ、８１歳、神戸市
出身。1950 年（昭和 25 年）国学院大学文学
部卒業。昭和25年～平成３年まで３９年間松
蔭女子学院の教壇に立つ。昭和48年、父を継
いで保久良神社宮司。敬神愛山の道を歩む。 
 

 

 第７７回テーマ： 

東六甲の神秘・保久良山 

    

 講演内容 

●六甲における保久良山の位置 

●保久良山の信仰と姿 

●保久良山と私 

 

 

                       実施日：平成２１年８月１５日（土） 

          午後１時～ ３時４５分  

       場 所：六甲山自然保護センター 

 

                           午後１時～ ３時４５分 

一つ火の灯籠 

 出土した土器類 

 

岡本に住み保久良山は身近な存在で日常的 

に訪れているのに、保久良山神社については 

知識がなく宮司の猿丸氏の講演ということで 

是非参加したいと思いました。 

社殿周辺に岩石群があり紀元前５００年の 

土器等が出、この頃から人が住み祭祀を行っ 

ていたとのこと。２日後、岩石群を見に行って古代の人の
岩石信仰を感じました。神社としても古代遺跡としてもと
ても歴史ある貴重なことを知り、地元住民として大事にし
たいと思いました。 

参加の感想  寺田 和子さん 

 

 

 

 

保久良神社を訪れる人たち 
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講演の挨拶（猿丸 義也さん） 

今日は終戦を迎えて６４回 

目の日です。過去の皆さん方 

の努力によって生かされてい 

ると感じています。 

今日は知っている限りのこ 

とをお伝えして、六甲でも昔 

からこのような信仰が続いて 

いることを知っていただければ幸いです。 

講演内容 

１．六甲における保久良山の位置 

■保久良山は六甲山系では珍しい地質 
保久良神社は神戸市東灘区本山町にある。昔は

神戸市武庫郡本山村、さらに古くは摂津の国莵原
の郡、本庄荘と言った。 

保久良神社がある金鳥山は、六甲山系では珍し
い水成岩でできている。金鳥山は六甲山よりも先
に隆起した山だと言われている。 

■江戸時代には米相場を伝える旗振り山だった 
保久良神社は海抜１８５ｍの位置にあり、背後

には海抜約３００ｍの金鳥山がある。眺めが良く、
東は生駒や葛城山、西は須磨の鉄枴山まで見渡せ
る。江戸時代には、大阪の米相場を伝える旗振り
山として使われ、武庫川の堤と須磨の旗振山を繋
ぐ中継点だった。 

■弥生時代から続く信仰の地 
社殿を取り巻い

て、磐座（いわく
ら）・磐境（いわさ
か）と呼ばれる巨石
が約５０個点在す
る。ストーンサーク
ルの一種と考えら
れる。自然の石もあ
れば人工的に動か
した形跡も見受け
られる。 

昭和１３年の社殿改築工事の際には石斧や銅
戈、鏃、土器などが出土し、遺跡の認定を受けた。
出土したものは紀元前２～３００年頃の祭礼用の
もので、その頃から人が居住し、祭祀を行ってき
たことが立証されている。 

■航海の道標として親しまれた「灘の一つ火」 
保久良山は東六甲で一番海に突き出している山

で、海からよく見える。神社の灯篭は「灘の一つ
火」と呼ばれ、大阪湾の航海の道標として親しま
れた。古くはかがり火を燃やし、平安時代の頃か
らは灯篭に油で火を点じた。現在では防火上の理
由で電灯になっている。 

２．保久良山の信仰と姿 

■神武東征を嚮導した椎根津彦が祭られている 
保久良神社のご祭神は須佐之男命（すさのおの

みこと）と大歳御祖命（おおとしみおやのみこと）、
大国主命（おおくにぬしのみこと）、椎根津彦命（し
いねつひこのみこと）。椎根津彦は、古事記・日本
書紀によれば、神武天皇の東征のとき瀬戸内海を
海路で大阪まで先導された方。その功績により、
「倭宿禰（やまとすくね）」の名をもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■海上交通の灯台として保久良神社ができた 
椎根津彦は海の神様で、瀬戸内海の航路を知り

尽くしていた。海上交通の安全を確保するため、
大阪湾の海辺に突き出していた金鳥山を目指し、
青亀（現在の青木）で上陸して、磐座を設けたの
が保久良神社の由来だと思われる。 

■保久良は祖先をお祭りしたところ 
保久良の「保」は火に由来し、火は魂という意

味がある。「久良」は庫（くら）で、祖先の神様を
お祭りしたところという意味になる。火の倉、ま
たは烽火台という説もある。 

火を供給することと、航海の安全を守るという
ことが代々受け継がれていった。 

 

市民セミナー 
１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 
２．講  演：１３：１０～１４：３０ 
３．質疑応答：１４：３５～１５：３０ 
 
 

第７７回テーマ：東六甲の神秘・保久良山 

 

第７７回市民セミナーの流れ 

講演 

●六甲における保久良山の位置 

●保久良山の信仰と姿 

●保久良山と私 

猿丸さん 

巨石が点在する 

講演の休憩で一服 
 

 

保久良神社本殿 
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遅れて梅が楽しめる。参道には桜も咲く。秋には
幼稚園の生徒がどんぐり拾いに上がってくる。六
甲山のハイキングコースにもなっていて、賑わっ
ている。 

質疑応答 

椎根津彦だけを祭るので十分では？：昔から保久
良山周辺は出雲系の神様の影響が強かった。椎根
津彦が入ってくるときに、地元の神様を祭ること
で融和を目指したのではないか。 
灘の一つ火はいつまで火を点していたの？：電灯
に変えたのは昭和３３年頃。１６軒の家が交代で
灯明番をした。 

まとめ(猿丸さん) 

保久良神社は、皆さん方に愛され、色んな意見
をいただいてここまで続いてきました。これから
も残された祖先の偉業を伝えて行きたいと思いま
す。素晴らしい山が東六甲の東の端にあるという
ことをお知りおきいただいて、お訪ねいただけれ
ば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局より 

今日は現代から神代の昔まで辿って解説していた
だき、長い旅をしたという感じがします。保久良山は
六甲山系の名勝地だと実感できました。ぜひ皆さん、
保久良神社に足をお運びください。 

市民セミナーVol.77 
東六甲の神秘・保久良山 
／猿丸 義也 
2009 年 8 月発行 
 

◆参加者の声 

・北畑の人びとが支えた神社という事がよく分かった。 

・保久良神社へは梅の花見の時に行っています。古代より
の歴史を知り、興味を深めました。 

◆参加者：４０名（５０音順・敬称略） 
浅井 審一 芦田 義和 飯田 昌邦 伊澤 信雄 
岩木美寿雄 大垣 廣司 岡井 敏博 岡谷 恒雄 
尾崎 尚子 木田 育義 國里 吉秀 久保 順一 
小林 吾郎 佐藤 泰仙 猿丸 義也 島本 隆之 
清水 光雄 竹ヶ原泰三 辻  保  寺垣 耕平
寺田 知子 寺田 稔  冨井 善之 堂馬 英二 
堂馬 佑太 南部 哲夫 西井 豊  橋本いくゑ  
林  和俊 林 慶一郎 平井 庄一 福島 康弘
藤井宏一郎 増井 啓治 増田 知子 松井 光利  
村上 定広   明角 正男  八木 浄    米村 邦稔  
 

◆参考・配布資料など 

・配付資料・スライド： 
「東六甲の神秘・保久良山」 

・紹介資料： 
「式内社 保久良神社略記」 

 

猿丸 義也：さるまる よしなり 

保久良神社 宮司 

〒658-0005 

神戸市東灘区本山町北畑6-2-28 

電話・FAX：078-411-5135 

保久良神社の猿丸宮司さんのお話が聞
けると言う事で初めて参加させて頂きま
した。四季折々の花を訪ねて登っている
市民の憩いの場である保久良山の巨石
群、弥生時代に遡る古代信仰の祭祀の遺 
跡。信仰と攝津の国の要所。 
古事記、日本書紀から現在に至るまでの興味深い保

久良神社の話など、かくしゃくとした宮司さんの熱意
に満ちた講演に大変感銘を受けました。 

参加の感想  木田 育義さん 

 

■金鳥山には宝物が眠る 
保久良神社の社記によると、神功皇后が三韓征

伐から帰られた後、広田・長田・生田神社を祭っ
た後、保久良に宝物を収めたとされている。また、
日本書紀の垂仁天皇の項には「神の庫」が「保玖
羅」とわざわざ書かれている。このように、保久
良は昔からいろいろな形で知られていた。 

■太古の昔から続く餅づくり 
１月２０日に大俵（だいひょう）祭がある。５

合ほどの餅を長方形に平たく伸ばして、両側から
真ん中に折り重ね、藁苞にしてお供えする。これ
は昔、兵糧として用いられた餅で、日本武尊（や
まとたけるのみこと）が熊襲征伐の帰路、この餅
を持参して参拝したと社記に記されている。現在
このような餅は、保久良にしか残っていない。 

３．保久良山と私 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■阪神大震災で大きな被害を受けた 
阪神大震災の朝も山に登っていた。揺れが来

て、傍にあった柱にくらいついた。お月さんが
煌々と照っていたのを覚えている。街を見下ろす
と、西宮以西は真っ暗だった。神社は鳥居や社務
所が倒壊するなど大きな被害を受けたが、皆さん
方と共に復興してきた。 

■初春には梅が楽しめる 
昭和５０年に岡本梅林を再現して、境内に梅が

植えられた。毎年２月～３月、麓より１０日ほど

保久良神社から海が間近に見える（明治時代） 


